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このひと吹きが
命を救ラグ

昭和町では9月T日の 『防災の日』に東海地域に大規模地震が発

生するという想定で、総合防災訓練が各地区で行われました。

メインの会場となった総合会館前広場で、も、町消防団や役場消防

隊がそれぞれ真剣な表情で、参集訓練、避難誘導訓練、放水・消火

訓練に取り組み、 、いざH という時のだめに備えましだ。

災害がいつ起きても落ち着いて対処できるよう、日ごろから防災

対策をl山掛けましよう。

(町の人口〕

男 6，863人(+11) 

女 6，433人(+1 ) 

計 13，296人(+12) 田
世，帯数 4，618戸 (+4) 

1993 9)cJ 1日現在。()内は前月比

No.192 町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

lふるさとふ…の紹介 2.3p 
消防小型帰ンブ積載車及川猷ンプ鴻式及〔月蹴 ..4p

L 女性いきいきアドバイザーの紹介一 ..5p

主人間ドックのお知らせ 二 6P 
なシートベルト着用推進キャンペーン…7p

型みんなの広場 8・9p

12せ ;ナ生だより……………・ー……:

10月のこよみ…・…ー…・・・・・一一・….....12p
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今
年
も
十
月
十
日
(
日
)
に
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

『第
五
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
。昨

年
は
お
よ
そ
八
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
遊
ん
で
踊
っ
て
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
、
あ
っ
と

い
う
ま
の
秋
の
一
日
で
し
た
。

今
年
も
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ふ
る
さ
と
花
火

大
会
ま
で
、
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
昭
和
町
に
住
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
も
、
ま
た
新
し

く
町
民
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
も
、
お
祭
り
に
一
緒
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の

『ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
が
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
祭
り
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
祭
り
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
/

10月10日(印/午後1時~
押原中学校々 庭(小雨決行)

き
ろヲ」

舟
」
》
」

活動
G)8出
会合8

ふれあいフzスティバル
州 :OO~↑ :30

州 :40~2:40

附2:40~3:00

PM3:00~3:30 

PM4: ↑ 0~4:40 

。式典

。子どもフェスティバル

。マーチングバンド(押中吹奏楽部)

。ふれあい昭和踊り

。ミ二歌謡ショー

目中よしひこ

島 みやこ

。郷土民踊「笠おどりJ

。お楽しみ抽選会(ラッキーくじ)

。叡謡ショー

香西かおり

。ふるさと花火大会 .t d~ 

Jfd ~d民
刊》ハ会ぺu

子
ど
も
た
ち
の
勇
壮
な

「
ほ
た
る
太

鼓
」
の
共
演
に
よ
り
、

「
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
は
開
会
し
ま
す
。
続
い

て
、
打
ち
上
げ
花
火
、
く
す
玉
割
り
、

ま
た
風
船
を
大
空
に
放
ち
式
典
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
右
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
並
行
し

て
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
、
花

の
展
示
販
売
、
起
震
車
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
。
町
内
の
各
企
業
、

J
A
中

巨
摩
東
部
、
商
工
会
、
市
民
生
協
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
や

「海
の
家
」
相
良
町
の

海
産
物
即
売
コ
ー
ナ
ー
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
広
場
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
お
も
ち
ゃ
の
広
場
、
動
物
に
乗
る
こ

と
も
で
き
る
動
物
広
場
な
ど
が
、
み
な

PM4: 50~5: 05 
PM5:15~5:45 

PM6:00~7:30 

女
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
マ

i
チ
ン
グ
演
奏
で
す
。

運
動
部
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
の
苦
し

い
練
習
に
耐
え
、
過
日
行
わ
れ
た
県
マ

州7: 30~8:00

② 広報しょうわ平成510.1

ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
見
事

金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
す
ば
ら
し
い
演
奏

を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。



銅色
合自

由自治

女
ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り

夏
の
盆
踊
り
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で

大
き
な
輸
を
つ
く
っ
て
踊
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
、
輸
の
中
に
入

っ
て

一
緒
に

踊

っ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
よ
う
、
踊
り
や
す
い

「新

昭
和
音
頭
、
¥
ょ
っ
ち
ゃ
ば
れ
踊
り
」
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

女
歌
謡
シ
ョ
i

企島みや子さん

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
歌

手
香
西
か
お
り
さ
ん
を
迎
え
で
の
歌
謡

シ
ョ

i
。
〈
流
花
草
〉
〈
花
晩
歌
〉
〈
無
言

坂
〉
〈
夢
吹
雪
〉
な
ど
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
本
町
出
身
歌
手
で
あ
る
田
中

よ
し
ひ
こ
さ
ん
や
鳥
み
や
子
さ
ん
を
迎

え
て
の
ミ

ニ
歌
謡
シ
ョ
ー
も
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

女
郷
土
民
踊
「
笠
お
ど
り
」

河
東
中
島
地
区
で
は
、
昭
和
初
期
か

ら
地
区
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
笠
お
ど

り
」
を
、
将
来
ま
で
残
し
て
お
く
た
め
、

「笠
お
ど
り
」
保
存
会
を
ぷ
立
し
ま
し

た

企香西かおりさん

こ
の
保
存
会
を
中
心
に
、
郷
土
芸
能

「
笠
お
ど
り
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
、
ふ
る
さ

と
意
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

女
お
楽
し
み
抽
選
会

全
戸
配
布
し
ま
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
い
る
お
楽
し
み
抽
選
券
を
、
当

日
会
場
の
受
付
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

夕
方
ス
テ
ー
ジ
に
て
抽
選
を
い
た
し
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
賞
品
引
換
券
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
く

だ
さ
い

。
電
気
製
品
な
ど
の
豪
華
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

女
ふ
る
さ
と
花
火
大
会

祭
り
の
ム

ー
ド
が
最
高
潮
に
達
す
る

ふ
る
さ
と
花
火
大
会
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
打
ち
上
げ

花
火
を
、
約
三
十
分
間
に
渡

っ
て
打
ち

上
げ
ま
す
。
夜
空
を
彩
る
光
と
音
の

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
存
分
に
お
楽
し
み

(車両通行禁止の時間帯1
正午(12時)'"午後 9時j

車両進入路 一一一今

車両進入禁止区域 -

く
だ
さ
い
。

県道市川大門線

③広報しようわ平成5.10.1



小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
一

小
型
ポ
ン
プ
一

入
魂
式
及
び
引
渡
式

八
月
二
十
五
日
総
合
会
館
前
広
場
に
お
い
て
、
各
関
係
者
出
席
の
な
か
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン

プ
の
入
魂
式
及
ぴ
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
は
現
在
使
用
し
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
十
年
と
い
う
長

い
年
月
の
経
過
を
期
に
、
町
よ
り
昭
和
町
消
防
団
に
引
渡
し
き
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
ぴ
小
型
ポ
ン
プ
の
引
渡
し
が
、
泉
町
長
よ
り
石
原
消
防
団
長
に
さ
れ
、
石
原
消

防
団
長
よ
り
、
町
消
防
団
第
三
部
、
第
七
部
、
第
十
二
部
へ

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
が
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、

小
型
ポ

ン
プ
の
引
渡
し
か
町
消
防
団
第
三
部
、
第
五
部
、
第
七
部
、
第
八
部
、

第
十

一
部
、
第
十
二

部
へ
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
泉
町
長
か
ら

「本
年
度
分
か
ら
三
カ
年
計
画
で
各
地
域
の
積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン
プ
を
更
新
し
て
い

く
計
画
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
消
防
関
係
事
業
に
つ
い
て
も
町
の
責
任
に
お
い
て
逐
次
改
善
整
備

し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
信
頼
に
こ
た
え
、
無
事
故
無
火
災
、
ま
た
、
各
地
域
の
防

災
意
識
の
高
揚
に
よ
り
、

一
層
の
ご
精
進
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
い
う
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
石
原
消
防
団
長
が
「
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
よ
り
一
層
の
訓
練
を
重
ね
、

一
日
も
早

く
諸
機
材
に
精
通
し
、
昭
和
町
消
防
団
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
U

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

4
新
し
く
購
入
さ
れ
た
小
型
ポ
ン
プ
・
:
六
台

企新しく購入された小型ポンプ積載車・・・ 3台

一 小型ポンプ積載車

第第第

士七 三

部部部

第

三

部

フ

第

五

部

ン

第

七

部

小型ポ

第

八

部

第
十

一
部

第
十

紙清

j鹿水

1)可新

区原 居

上

東

(
清
水
新
居
)

築紙 押

地 j鹿

新阿

東居原 越

(上

可

音日

(
上
河
東

一区
)

.泉町長より石原消防団長に引渡書が渡されました。

総
合
会
館
や
役
場
を
訪
れ
る
方
々
か

ら
、
「
外
に
い
て
も
よ
く
時
刻
が
わ
か

る
時
計
を
/
」
と
い
う
声
が
多
く
出
さ

れ
、
総
合
会
館
の
入
り
口
に
時
計
塔
を

設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
時
計
塔
は
、
内
部
照
明
時
計
三

面
付
き
で
、
風
見
鶏
や
洋
鐘
八
鐘
が
装

飾
さ
れ
、
モ
ダ
ン
な
姿
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。

午
前
八
時
、
十
時
、
正
午
、
午
後
一

時、

三
時
、
五
時
、
六
時
の
七
つ
の
時

間
帯
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
メ
ロ
デ
ィ

e

が
流
れ
て
き
ま
す
。

町
の
施
設
を
訪
れ
る
方
々
か
ら
「
時

計
が
大
き
く
て
見
や
す
い
L

な
ど
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
間
司
自
お
ゆ

a
a企総合会館前に設置された時計塔

④ 広報しようわ平成5.10.1



県
か
ら
委
嘱

女
性
い
き
い
き
ア
ド
パ

保

hv
清
水
新
居
区
の
保
坂
明
子
さ
ん

J
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B
l

坂

て
る

白
川

E
ト

子

さ
ん

案
し、

女
性
団
体
や
地
域
女
性
の
要

望
を
県
に
報
告
す
る
。

②
県
及
び
町
の
女
性
施
策
に
関
す
る
情

報
を
地
域
に
提
供
す
る
。

③
県、

町、

関
係
機
関
、
施
設
な
ど
と

の
連
携
を
密
に
し
、
女
性
の
社
会
参

加
活
動
を
支
援
す
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す。

す
で
に
活
動
し
て
い
る
各
種
の
女
性

団
体
や
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
対
し
て
は
、

そ
れ
ら
の
活
動
が
一
層
円
滑
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
側
面
的
な
援
助
を
お
願
い

し
た

い
と
思
い
ま
す
。

命

県
か
ら
、
女
性
の
社
会
参
加
の
促
進

と
地
位
向
上
を
目
的
と
し
た
、
山
梨
女

性
い
き
い
き
プ
ラ
ン
の
推
進
の
た
め
、

県
内
各
市
町
村
に

『女
性
い
き
い
き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
』
の
推
薦
の
要
請
が
あ
り
、

町
で
は
、
社
会
教
育
委
員

・
図
書
館
運

営
委
員
・
民
生
児
童
委
員
な
ど
を
委
嘱

し
て
い
る
清
水
新
居
区
の
保
坂
明
子
さ

ん
を
推
薦
し
、
県
知
事
よ
り
委
嘱
状
の

交
付
が
あ
り
ま
し
た。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
と
し
て
は
、

①
県
及
び
町
の
女
性
行
政
に
つ
い
て
提

『押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
』

押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
創
部
八
年

目
を
む
か
え
、
年
々

着
実
に
力
を
つ
け

て
き
て
い
ま
す
。
活
動
内
火
円
も
例
年
通

り
の
活
動
に
加
え
、
老
人
ホ
ー
ム
慰
問

演
奏
・
夏
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
県

マ
ー
チ
、
J

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す。

今
年
も
新
し
く
十
八
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
活
発
に
部
活
動
を
繰
り
ひ

夏
の
暑
い
日
差
し
の
な
か
、
運
動
部
に

も
負
け
な
い
ほ
ど
の
苦
し
い
練
習
に
耐

え
、
八
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
山
梨

県
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

金
賞
に
輝
き
、
県
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
月
十
七
日
に
群
馬
県
で

聞
か
れ
る
関
東

マ
ー
チ
ン
グ
大
会
に
向

け
て
新
た
な
る
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

r首幽直也

企マーチング演技披露の様子

GU 義

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
グ

-・・・・・・・園田園田園田園圃圃圃圃

去
る
八
月
二
十
二
日
(
日
)
に
行
い
ま

し
た
有
価
物
回
収
の
際
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
日
ご
ろ
経
験
し
な

い
よ
う
な
貴
重
な
労
働
体
験
を
す
る
と

と
も
に
、
大
量
の
有
価
物
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
収
益
金

も
次
の
と
お
り
の
額
と
な
り
ま
し
た。

な
お
、
収
益
金
の
一
部
は
町
の
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
生
徒
に
直
接
還
元
で
き
る
ま
う

な
諸
活
動
費

・
生
徒
会
行
事
の
た
め
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

秋だ、文化だ、芸術だ.グ
文化祭 公民館まつり 丈化講演会

111111'111111'111111'111111'11111・'IIIIII'IIIIU'IIIIII'・"“.'111111'・1111)011111・'111111'11111・・11111'111111'111111'・1111・'11Im・・IIIU'IIII'"・11111.11111・・111111'111111，

10月31日(日)・竹月 1日(月)・ 2日(火)・

3巳(水)・4臼(木)

町総合会館・中央公民館

0短叡・)11柳・俳句・写真・給画・書道

盆栽などの展示発表

所

交sl.
刀て

日催

化

女開

穴場

大文

0囲碁・将棋大会 ・ダンスパーティーの

タべ・詩ちの夕べ

自宮

り

民

つ

公

ま
-
収
入

紙
類
・
布
類

ピ

ン

類
十
1

2=p
 

β、
口

押
原
中
学
校

。七宝燃・版画・手工芸・華道 ・茶道な

どの体験コーナー

0舞踊・民謡・大正琴 ・コーラスなどの

芸能発表
三
三
五、

二
八
八
、

ムハ

二
二
一、

O
四
O
円

八
五
四
円

八
九
四
円

..1 
企回収してきたものを仕分ける生徒たち

和子(女優)

テーマ【いのち輝いて}

昭和町教育委員会 (ft75-3737)まで

⑤ 広報しようわ

白川

平成5.10.1

O講師公文化講演会

1なお問合せ



Lこの機会にあなたもチ工ツク】健康とくらしを守る

人間ドックみんなの国保

O働きざかり花の実年検診
O国民健康保険加入者

( ~ 10月は国民健康保険強調月間です〉

寸
+;
i
i
i
i
i
i
i
!
!1
4
;J

…
O
働
き
ざ
か
り
花
の
実
年
検
診
…

一
一扇
対
象

三
十
五
歳

・
四
十
五
歳
一

…

五

十

五

歳

・

六

十

歳

…

一

六

十

五

歳

の

方

一

…
属
定
員

九

十

名

…

…
0
国
民
健
康
保
険
加
入
者
…

…
濁
対
象

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

…

一

て
い
る
三
十
五
歳
以
上
の
一

…

方

…

…
鼠
定
員

六

十

名

…

r
i事

!
!
!
!!
!
!
!
!
!
!
!
4」

・
検
診
日

十

一
月
十
八
日
同
(
送
迎
パ
ス
あ
り
)

十
九
日
働

二
十
四
日
附
(
送
迎
パ
ス
あ
り
)

二
十
六
日
働

一十
九
日
側
(
送
迎
パ
ス
あ
り
)

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
や
役
所
な
ど
の
健
康
保
険
(
職

域
保
険
)
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外
の
人
を
対
象
に
医
療
の

給
付
と
健
康
づ
く
り
を
行
う
の
が
、
お
も
な
事
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

七
月
三
十
一

日
現
在
、
昭
和
町
で
は

一
、

四、

一
四
八
人
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
は
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に
使
わ
れ
る
大

事
な
財
源
と
な
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
保
険
税
が
な
い

と
国
保
制
度
の
運
営
は
困
難
と
な
り
ま
す
。
国
保
を
さ
さ
え

て
い
る
の
は
、
み
な
さ
ん
の
保
険
税
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

八

一
三
世
帯
・

-
国
保
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
役
場
町
民
窓
口
課
(
雪
月

2
1
1
1
内
線
川

-
m
・
捌
)
ま
で
。

-
お
申
込
み
期
間

十
月
十
八
日
(
月
)
1
二
十
九
日
(
金
)

(
{
疋
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

・
自
己
負
担
金

五
千
五
百
円

(
町
で
二
万
六
千
四
百
三
十
円
負
担
)

.
お
申
込
み
の
時
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
負
担
金

国
民
健
康
保
険
証
(
国
保
加
入
者
)

・
受
診
機
関

甲
府
市
飯
田
三
丁
目

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

.
お
問
合
せ
先

O
働
き
ざ
か
り
花
の
実
年
検
診

健
康
福
祉
課
(
総
合
会
館
)

O
国
民
健
康
保
険
加
入
者

町
民
窓
口
課
国
保
係
(
役
場
)

(
岱
万

1
2
1
1
1
)
ま
で

---
ー-

思白
面歩ほ然

秋つ告
風す室
ウる予
オ . • 

キ
ン
グ
大 作
~ 
芸芸

秋
を
感
じ
な
が
ら
、
私
た
ち
の
ま
ち

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

コ
ー
ス
の
所
々
に
ク
イ
ズ
が
待
っ
て

い
る
、
う
れ
し
い
、
楽
し
い
ウ
ォ

l
キ
ン

グ
大
会
で
す
。
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て

コ
l
ス
が
選
べ
ま
す
。

0

日

時

十
月
三
十

一
日
(
日
)

午
前
八
時
二
十
分
1
十

一
時

(雨
天
の
場
合
は
十

一
月
七
日
で
す
)

老人看護教室のおさそい
痴呆老人を介護していらっしゃる方

この教室に参加してみませんか?

日時 ・内容・講師① 

{ 

ー
O
集
合
場
所

総
合
会
館
前
駐
車
場

。
対

象

町
内
在
住
の
方

(
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
)

O

お
申
込
み
締
切
り

十
月
二
十
日
(
水
)

O

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
(
古
河
2
1
1
1
)

ま
で
ど
う
ぞ

?時~1 時30分は介護者(教室出席者)の健康相談・血圧測定を行

います。

②場所甲府保健所(遊亀公園前)

③対象者痴呆性老人の介護者

④受講料無料

⑤ 申込み 甲府保健所(岱37-1381)保健指導課または

お問合せ役場健康福祉課 (ft75-2111)まで

※お年寄りは、保健婦・ボランティアがお世話しますので、

お連れください。

月日 時間 内容 講師

10/15樹 痴呆の理解・話し合い
精神神経科医師

z 時4 

保健所保健婦

10/22e盟
老人の貧事 保健所栄養士

社会福祉制度の活用
福祉事務所

保健所保健婦

10/29e翁
看護の基本・介護の工夫

介護の実際についての話し合い
保健所保健婦

⑥ 広報しようわ平成5.10.1



シ

t l 
、‘~/~

えど
シ着
荻

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
毎
年
実

施
さ
れ
、
運
動
の
重
点
目
標
と
し
て、

《
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
》
が

入

っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
四
年
度
の
死

傷
者
は
八
十
五
万
人
を
超
え
、
自
動
車

乗
車
中
に
事
故
に
あ

っ
て
亡
く
な

っ
た

人
の
約
八
割
は
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

着
用
推
進
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
の

一
環
と
し

て
ク
イ
ズ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

の
必
要
性
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
ご

家
族
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
ふ
る

っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い

。

車
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、
思
い

が
け
な
い
衝
突
事
故
に
そ
な
え
て
、

車
内
で
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
い

る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

①

シ
l
卜
ベ
ル
卜
を
着
け
、
き
ち
ん
と

し
た
姿
勢
で
着
席
し
て
い
る

②

シ
ー
ト
ベ
ル
卜
を
着
け
な
く
て
も
、

ハ
ン
ド
ル
や
座
席
の
背
も
た
れ
に
し

っ
か
り
と
し
が
み
つ
い
て
い
れ
ば
よ

Etν 

③

シ
ー
卜
ベ
ル
卜
を
着
け
な
く
て
も
、

両
足
で
し
っ
か
り
と
踏
ん
張
っ
て
い

れ
ば
よ
い

問
2

ド
ラ
イ
バ
ー
や
助
手
席
に
乗
る

人
は
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
る

問

ょ
う
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
次

の
う
ち
正
し
い
の
は
ど
れ
で
し
ょ

う
か
。

①
高
速
道
路
を
走
る
と
き
だ
け
必
ず
着

け
る

②
高
速
道
路
も
一
般
道
路
も
走
る
と
き

は
必
ず
着
け
る

③
高
速
道
路
も
一
般
道
路
も
自
介
が
危

険
を
感
じ
た
と
き
に
着
け
る

問

3

小
学
校
に
入
学
す
る
前
の
子
供

が
車
に
乗
る
と
き
最
も
安
全
な
の

は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

①
大
人
の
ひ
ざ
の
上
に
だ
っ
こ
す
る

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
卜
を
着
け
て
す
わ

る
③
そ
の
ま
ま
す
わ
る

。
賞

A
山口
貝

B
山口
貝

口
問

C
D
ラ
ジ
カ
セ

刊
名

パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

(
凶

型

)

ω名

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン

ド
パ
ス

ポ
ー
ト

(
4
枚
)

印
名

C
賞

O
募
集
方
法

官
製
は
が
き
に
、
希
望
の
賞
品
名
、

ク
イ
ズ
の
答
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
這
話
番
号
を
明
記
の
う

、え

児
童
館
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

f

八
月
十
八
日
に
児
童
館
ま
つ
り
『チ

「
空
き
缶
積
み
」

ャ
レ
ラ
に
挑
戦
』
が

総

合

会

館

に

お

高

見

沢

か

は

る

m
個

い
て
行
わ
れ
、

小
学
生
を
中
心
に

大

赤

池

恵
理
子

日
個

勢
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
声
の
ば
し
」

各

種

目

の

優

勝

者

は

次

の

お

友

達

望

月

彩

M
秒

で
す
。

子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
や
小

「紙
ち
ぎ
り
の
ば
し
L

中
学
校
の
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ご

赤
池

恵
埋
子

1
6

5
m

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
シ
ャ

ト
ル
遠
投
」

萩

原

洋

8

・
9
3
m

「豆

つ
ま
み
皿
、つ
つ
し
」

丘
昧

愛
子

部
倒

「
か
さ
バ
ラ
ン
ス
」

赤
池

恵
理
子

「片
足
立
ち
」

坂
本

和
紀

一T
1
0
6

東
京
都
港
区
西
麻
布

3
l
m
l
m

例
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会

「
シ

ー
ト

ベ
ル
ト
ク
イ
ズ
」

F
係
ま
で
、
お

送
り
く
だ
さ
い
。

O
募
集
期
間

平
成
五
年
九
月
二
十

一
日
1
十

一
月
十

五
日

(当
日
消
印
有
効
)

※
ク
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
に
関
す
る
イ
ラ

ス
ト
や
マ
ン
ガ

等
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

御
応

募
く
だ
さ

い
。
抽
選
の
う
え
、
若
干
名

に
記
念
品
(
図
書
券
)
を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
に
つ

い
て
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
で
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

38 
秒

4
分
日
秒

※
当
選
者
の
発
表
は
、

賞
品
の
発
送
を

も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

'1'、
大
な j

;j 
企じようずにバランスと って…

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

{
一
般
図
書
】

O
新
・

米
欧
回
覧

古
川

薫

0
風
の
向
こ
う
に

安
部
譲
二

O
十
七
歳
だ

っ
た

原
田
宗
典

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

毎
日
新
聞
社

角
川
書
庖

0
非
婚
の
女

関
口

ふ
さ
え

O
阜県
の
巨
な
る
黄
昏

笠
井

潔

贋

済

堂
出
版

双
葉
社

{児
童
図
書
】

O
ひ
ぴ
け
月
光
の
曲

児
玉
辰
春

岩
崎
書
信

O
チ
ョ
ッ
ち

ゃ
ん
物
語

黒

柳

朝

金
の
星
社

。
ト
カ
ゲ
に
な

っ
た
日

東

君
平

あ
か
ね
書
房

o
つ
ば
さ
を
も
ら

っ
た
月

八
百
板
洋
子

は
る
ぷ
出
版

。
ほ
し
の
ブ
ロ
ー
チ

武
鹿
悦
子

佼
正
出
版
社

平成5.10.1⑦ 広報しようわ
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.一一一一一 l 岬一一山内-e 保坂輔ちゃん | 向団結くんe -M2生(河西 ・同 8.20生(河東中島)

・ (父)正広さん・(田)明子さん l ・(父)信ーさん・(白)一恵さん

| 毎日お兄ちゃんだちに負けず、大きな声を張り | 何をするにも口癖がヨイショ、ヨイショ、毎日

.小司が屯勺1上げている我が家の長女『早南』です。健康で思 | 元気な、ゆ一きつき。ひとり歩きができるよう ~戸ヘ

， ( _ø_~) いやりのある女の子に育つて欲しいと思います。 Iになつ認疋ら、あめつち民こつ巧ぢお拙出か初けしはよう知ね。 (斤了γコ7マ}う

級〉 お申込みは、役場広報担当(怖岱釘的7元5一川内線(α2竹M、J♂，212)引212)ηω2の2))~
てや なカかミ職 つ 付八国 り 気性て気な人な頑状れなに ..  里里-大病院から

こかな場たけ 年で こま と波 きでいなど痛とたかわ慢.....1l 

り イの つ りの 患 ら に 知 の す し 労 まも人らが、し病固た性 肺 _ 111畠 IIIII..J1.=1:.1 
まル病た辛問者れ慢ら病 。 て症す前は程あうて名復り;)長 E望竺望| 繭轟 I IJR I ~、 「厄 |
すス気よい僚さま性れ気 |歪候 。にな度げつはでし強労 2 _.- I 

がなのう忠、んし;)皮るは 学 群 しあくのら状発あない症
、ど原でい家はた労よ 一 会はかげ、 差 れ 態 熱 り い 波 候

現い因すを族最 O 疲う九 でーしたまはま、、ま人労群
在ろと 。 しな初こ 候 に 八 認つなよたあす不筋すに感は
のいし など 「の群な凹 めのがういれ 。眠|勾 。対を六
とろて けに怠疾とり年 ら独ら な ろ 、 働 、 痛 そ し 訴 か
こ 考は れ 言 け忠正、頃 れ立、 症い波い喉やのてえ月
ろえ、 ばわ者に式 ー か っしこ状ろ労ての関 他 つ、問
よら細 な れ L かに九ら ったのはなをい痛節のけな以
くれ菌 ら、とか名八米 あ病慢出病しるみ痛症らか上

女慢性疲労
症候群

山梨医科大学教授

微生物学伊藤

め• 
ゐんなの広場

じ• I~ 

正彦

わ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
米
国
で
は
三

0
0万
人
ぐ
ら
い
の
人
が
こ
の
病
気
に

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
い
く
つ
か
の
協
告
が
あ
り
ま
す
が
、

実
数
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
病
気
は
体
内
の
免
疫
機
構
の
う
ち

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
l
細
胞
と
い
う
細
胞

の
活
性
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
細

胞
は
体
内
で
発
生
し
た
ガ
ン
細
胞
や
、

侵
入
し
た
微
生
物
な
ど
を
殺
す
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
何
か
の
原
因
で
こ

の
細
胞
が
働
か
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、

細
菌
な
ど
に
感
染
し
や
す
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
治
療
方
法
が
研
究

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
種
の
茸
か
ら

採
っ
た
生
体
の
免
疫
機
能
を
高
め
る
薬

な
ど
が
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
病
気
が
余
り
生
死
に
関
わ

ら
な
い
の
で
医
師
の
問
で
も
認
識
が
低

い
の
で
す
が
、
研
究
は
着
実
に
進
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
近
い
将
来
原
因
が
解

明
さ
れ
て
、
そ
し
て
良
い
治
療
方
法
が

見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。企

画

財
団
法
人

里
仁
会

(
八
月
一
日
j
三
十
日
受
付
・

敏
柿
略
)

-Rお誕
生
女

西紙築飯河西 j青西
条漉 地 東条ノド条 地
ー 阿新 中一新 二 区
区原居 u食島区!吉 区

-vご
結
婚
・

地
区

河

西
-
お
悔
み

A'

押上河西築河押
河条地 地

二 新 区
越東西区居西越

健
や
か
な
ご
成
長
を

氏

名

(

保

護

者

)

清
水
有
紗
(
茂
)

清
本
智
波
(
寛
治
)

田

中

俊

(

泉

)

戸
倉
莱
耶
(
和
彦
)

相

原

敬

(

基

治

)

樋
川
拓
也
(
義
也
)

一
瀬
凌
平
(
和
也
)

中
所
は
づ
き
(
一
夫
)

末
長
く
あ
幸
せ
に

氏

名

芦
沢

貴
雄

石
川

玲
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏

名

(

届

出

入

)

子
崎
憲
逸
(
た
ま
き
)

堀
之
内
ひ
さ
じ
(
紀
行
)

田
中
て
る
よ
(
正
雄
)

志
村
磯
次
(
篤
彦
)

藤
巻
千
代
子

(
良
二

保
坂
さ
い
(
勝
雄
)

有

賀

倉

田

(

和
仁
)

⑧ 広報しようわ平成5.10.1



ゐんなの広場

〈楽しいクッキング>v仏、おいしそーグ2
生クリーム大さじ1.......2
レモン汁 少々

パセリ 少々

塩、こしよう、 j由

-材料

ギョウサ、の皮 30枚

じゃが芋 3個

たらこまたは辛子明太子(大)1腹

マヨネーズ 大さじ2

-作り方

⑦ じゃが芋は皮をむいて4つに切り、やわらかくゆで水分を

とばし粉13¥き芋にして熱いうちにつぶし、軽く塩、こしよ

うする。

だらこは包丁でしごいて中身を出し、マヨネーズ・生クリ

ーム、 じゃが芋、パセリのみじん切りと混ぜ、レモン汁を

加える。

ギョウサ、の皮に②を適量のせ、皮の周囲に水をつけてしっ

かり包む。

揚げj由を1700

に熱し③を人れて返しながらゆっくりと揚げ

る。

② 

③ 

④ 

タ
ラ
ジ
ャ
ガ
ス
ナ
ッ
ク

栄養改善推進委員

藤原節子さん(西条新田)

|ちょっと一言 | 

中温でゆっくりと揚げたほうが

皮がカリッとなりおいしいんで

すよ。

仁二コ

ヲ'

」ー

、っほ、っ

盆
の
餅
庖
に
買
い
来
て
驚
き
ぬ

価
の
高
き
七
十
路
の
我
は

ゆ
く
り
な
く
吾
が
胸
に
来
て
亡
き
夫
は

い
と
し
み
し
牛
ど
我
を
は
げ
ま
す

た
ま
さ

か
に
い
で
湯
に
浸
り
体
重
を

裸
同
志
で
量
り
た
わ
む
る

暦
の
上
の
秋
立
つ
は
や
過
ぎ
た
る
も

暑
さ
も
ど
ら
ず
早
生
の
穂
見

た

り

パ
パ
、
マ
マ
ど
孫

一
歳
の
誕
生
日

こ
と
は
お
ほ
え
て
じ

っ
と
見

つ
め
る

速
く
来
て
青
梅
の
酒
造
屋
沢
の
井
に

玄
米
妊
芽
買
う
夫
の
滋
養
に

リ
モ
コ

ン
を
持
て
ば
テ
レ
ビ
に
向
け
る
こ
と

覚

え
し
若
菜
十
一

か
月

長
梅
雨
に
出
穂
の
遅
れ
を
気
に
や
み
て

兄
は
見
廻
る
九
十
五
歳

老
の
身
の
カ
な
け
れ
ば
坦
板
を

床
に
お
ろ
し
て
南
瓜
切
る
な
り

梅
雨

入
り
よ
り
草
取
り
ば
か
り
繰
り
返
へ
し

ひ
ぐ
ら
し
鳴
く
を
地

に
座
り
聞
く

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
ぼ
り
て
来
た
る
高
原
の

白
樺
湖
に
浮
く
水
鳥
の
群

手
ぎ
わ
よ
く
夫
と
娘
ど
五
ロ
は

一
日
顔
ほ
て
ら
せ
て
シ
ル
バ

ー
洗
う

滝
道
を
一
反
り
来
た
り
て
「
滝
の
道
」

ど
う
峠
茶
屋
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

薪
能
の
余
韻
は
な
は
も
身
に

し

み
て

人
に
続
き
て
参
道
下
る

短
歌中

;尺
山

本

イ宇
藤

鷹
野
き
く
よ

{呆
坂

渡

辺
井
上
み
よ
子

桑
原

河
田

内
藤
ふ
く
次

志
村

ρ、
7 

津
磯
部

興
石
さ
だ
代 仁二コ

静
代

秀
子

良
Jエ

順
子

秀
子

丑
J一歩

貝

好
子

久

雄
玉
枝与

人しちさル 轟麓窓際通轟撞巌潮騒騒舗面繋薄箇 紅 れ 《

のかのま 52塑醗襲撃議謬欝翠還麗蝉騒豆諸髭司葉 ま込 r-.. •か
心も ー はお 璽裏表欝総議謎議窓霧費量露蜜語密事国 すたんかえ
を二大、 代 欝齢:正調艦購欄鵬回 るベでえてや

機盤趨轟盤三ギ譲事撃機欝惑欝署員選 木かいで 》
ら全 フ さ杢離鱒騒騒騒留のえる 〕花
えにォにず 饗饗雛懇覇韻盟主右越議選数溢溢聖 代でとと 言
て J:( ! 朱 え機数ム孟議議翠緊密議霊鞍盛事圃 表 〕 こは葉
離交マゐ主 機議舘野轡野議3霊強認 でザろ 、

11
り 、

議襲警塗るこ議題験盈富島ふ置歯露霊議選 あ U か 葉と
a 間 開翻品調f.. 湘翻欄闘睡踊覇圃脳細

なふス来
一一一一一一一一 一一一一一一一一 りれらが つ

いぷとをのなはらごらは ま 種 、 ヒ 名蛙て
の?ぃ前よ 色 な れ み れ 華 こ す 類 日 ケ 付 の お
で 23えにうがいまと、麗れ 。ほ本 IJ3け子き
て与るしに 競 、す風独なか どで?らのの

ば
p でた響いさ。情特色ら がはおれよ
2 し木 き合ま単がの調の 見約 4どまう催 メ/
三よ々合うざ調感だに野 ら三秋 しに 保 .I司区
久えたうかまでじい彩山 れ十にそ切 河町内

@ 

今
月
の
花
木

広報担当になって初めて

の広報誌発行です。

今まで向様、よみやすく、

わかりやすくをモッ トーに

季節感も織りまぜながらみ

なさんに親しんでいただけ

る広報誌を作っていきたい

と思っています。

まだまだよちよち歩きの

私ですが、どうぞよろしく

お願いいたします。

平成5.10.1

i込込♀
⑨ 広報しようわ



(き)

領
域
担
窃
包
国

十
月
十
七
巴
か
ら
二
十
三
日

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
、
国
・
県
・
町
の

業
務
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
、

町
の
行
政
相
談
委
員
で
あ

る
有
泉
淳
夫
さ
ん
か
山
梨
行
政
監
察
事

務
所
(
岱
臼
1
1
1
0
0
)
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談

~~~ 

第

一
・
第
三
水
曜
日

午
後

一
時
か
ら

中
央
公
民
館
・
二
階

有
泉
淳
夫
さ
ん

相

談

員

参
加
者
募
集

出
梨
冨
料
六
学

公

開

屡

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
よ
り
良
い
第

二
の
人
生
を
過
ご
す
た
め
の

一
助
と
し

て、

「す
こ
や
か
に
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
教
授
が
わ
か
り
や
す
く
講
義
を

行
い
ま
す
。

・
遺
伝
と
環
境
|
双
生
児
を
め
ぐ
る
話
題
l

.
薬
の
服
用
と
薬
の
効
用

.
加
齢
と
胃
腸
l

疾
病
構
造
の
年
代
的

変
遷
を
め
ぐ
る
新
し
い
知
見
|

-

日

時

十

一
月
十
七
日
(
水
)

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時

山
梨
医
科
大
学
臨
床
講
義
棟

-
会
場

-
募
集
人
員

昭
和
町
は
十
五
名

(
全
体
で

一
O
O名
)

三
千
七
十
円

(
町
で
全
額
負
担
し
ま
す
)

・

申

込

み

期

間

十

月
二
十
五
日
(
月
)

か
ら
十

一
月
五
日
(
金
)
ま
で

・
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
役
場
健
康

福
祉
課
(
雪
月
|
2
1
1
1
)
ま
で

-
受
講
料

土
地
基
本
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
全
国

の
約
七

O
万
の
法
人
と
約
六

O
万
の
世

帯
を
対
象
に
「
土
地
基
本
調
査
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の

法
人
と
世
帯
の
土
地
の
所
有
状
況
や
そ

の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
、

そ
の
結
果
、
は
宅
地
開
発
計
画
や
土
地
利

用
計
画
な
ど
の
土
地
政
策
を
的
確
に
実

施
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

法
人
の
皆
様
に
は
、
十
月
一
目
前
後

に
着
く
よ
う
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
十

月
末
ま
で
に
返
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

世
帯
の
皆
様
に
は
、
十
月
下
旬
に
調
査

員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
、

十

一
月
の
は
じ
め
ご
ろ
、
調
査
員
が
も

う

一
度
調
査
票
を
集
め
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
統
計

作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

切
あ
り
ま
せ
ん
。

10月26日、27日、28日

午後 6時~午後 9時

甲府市立図書館

(甲府市太田町)

昭和町在住在勤で

18才以上の方

集
16ミリ映写機等

操作技術講習会

場

受講生

時.日
-会

1，400円(テキス卜代)

甲府地区広域行政事

務組合

視聴覚ライブラリー

ft32-6244 

※なお、受講者はノ¥サミ・カッタ

ーを持参して下さい。

-受講資格

用

.申込み先

-費

や
や10月 1日

住宅統計調査
“住宅の国勢調査"ともいわれる住宅統計調

査が、全国約400万世帯を対象に、この10月 l

日に行われました。快適な住まい、住みよい

街づくりの大切な調査です。

調査をお願し可したお宅では、調査票の記入

はおj斉みでしょうか。

後日回収に伺いますので、ご協力をお願い

します。

違
反
建
築
防
止
週
間
の
お
知
ら
せ

昭和町役場

お問合せは企画行政課(岱75-2111内線211、212)まで

十
月
十

一
日
(
月
)
か
ら
十
月
十
七
日

(
日
)
ま
で
の

8

迎
聞
は
、
「
違
反
建
築
防
止

週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
建
築
物
の

安
全
性
や
良
好
な
住
環
境
を
雌
保
す
る
上

で
、
建
築
基
準
法
が
果
た
し
て
い
る
役
割

や
建
築
規
制
の
主
な
内
零
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
所
要

の
手
続
き
の
励
行
の
周
知
徹
底
を
凶
る
こ

と
に
よ
り
、
違
反
建
築
を
未
然
に
防
止
す

る
運
動
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

十
月
十
四
日
(
木
)
に
は
、
「
全
国

一
ぃ角

公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
、
県

や
市
(
町
村
)
の
職
員
な
ど
が
建
築
工
事

現
場
の
立
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
の
で、

ご
協
力
を
お
胸
、い
し
ま
す
。

郵
便
貯
金
月
間
の
お
知
ら
せ

郵
政
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
郵
便
貯

金
月
間
」
と
定
め
、
郵
便
貯
金
が
子
軽
で

確
実
な
貯
蓄
手
段
と
し
て
、
皆
様
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
安
定
の
た
め
に
、
ま
た
、
郵

便
貯
金
と
し
て
、
集
め
ら
れ
た
資
金
が
'身

近
で
お
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
に

つ
い
て

広
く
国
民
の
皆
様
に
御
理
解
い
た
だ
く
た

め
の
P
R
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
郵
便
貯
金
に
対
す
る
皆
様

の
一
層
の
御
理
解
と
後
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。EZTTZコ

「気をつけて

朝の一言 忘れずに

==8月 分 --

田
富
郵
便
局

⑩ 平成5.10.1広報し主うわ



C保健衛生だより5
手し 児 (建 康 ζZロ:~.... ジJ、F 査

実施日 号両え+: 当 v 日し 受 付 時間

平成5年6月出生児 午後T時

10月12白
(火)

平成5年3月出生児 午後7時30分

実施日 両友 当 jl 臼し 受 付 時間

平成4年9月出生児 午後?時

10月13日
(水)

平成4年12月出生児 午後オ時30分

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタ オル

3 種 iごtEuヨ .d.. 予 防 接 4重Eコ

砂平成 2年 9月1日~平成 3年 2月28日までの出生児で未接

干重の人。

持ち物母子手lt長・問診票

〈注意事l頁〉

O 体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温をは

かつておいてくださし」

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

くつぎのような人は接種できません〉

①発熱している人、または著しい栄養障害の人。

② 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

③は しか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の人。

④ l年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

田子手帳受付及び一般健康相談

日時 10月8日(金)・ 18日(月). 29日(金)
午前9時-----11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付には、印鑑が必要です。

※一般健康相談は、 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答え してい

ますので、気軽にお出かけください。

手し ガ ン 検
実施 日 10月15日(金)・ 19日(火)・ 20日(水)・ 22日佳)

模診時間午後7時-----9時場 所総合会館

対 象 30歳以上の方

:，.;:、
=-"'1 
ロ~

その他 受診希望者は10月12日伏)までにお申し込みくださし、。

申込み先役場健康福祉課(岱75-2111)まで

⑪広報しようわ平成510.1

歳 6か月児健康診査

実施日 10月28日(木)
受付時間午後オ時-----1時30分
場 所総合会館

該当児 平成 4年 2月1日~平成 4年 3月31日までの出生

児。及ぴ前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

手し 児 整 ~ 外 科 ネ実 吾ロ合ジ

実施日 10月27日(水)
受付時間午後T時""'1時30分
場 所総合会館

該当児平成 5年 6月 1日~平成 5年 7月31日までの出生

ノ!日し。

持ち物 母子手帳

2 歳 児 歯 手ヰ ネ実 圭ロ合ジ

実施日↑O月21日(桐

受付時間午後7時-----1 8寺30分
場 所総合会館

該当児平成3年6月1日~平成3年9月30日までの出生児。

持ち物 母子干帳・歯についての質問票・毎日使っている

コヅフ。と歯ブラシ

飼えなくなっ疋犬猫収集臼

日時 10月4日 ・15日(金)午前10時50分-----10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主 もいっしょにいてください。また、

描の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り主すをしてくだ‘さい。

コ置謹圃国Er ; 

ææ諾33議選島瀦関童基盤塑蔀簿穣器f~~æ~~æ器~æ~器533523
; 総務総:0概要密閉警察環器纏麟議議議議総務総fê~
; 総務~æææ~~~~~~~~æ際通鶏鵠繕ß防機惚療機器謎 : 

: 昭和町では、福祉のまちづくり事業の一環として、 : 

: 老人 ・身障者 .ffi子・父子及び寡婦のみなさんを対象 ; 

に、福祉運動会を行います。大勢の方の参加をお待ち : 

しています。 -----企

砂日時 10月3日(日) ょ段UE挙事 ; 
午前9時から午後T時まで 整会よ設戸出勾b受と1-

砂場所押原小学校々庭 人d転伊勢コゲ

砂お問合せ

役場健康福祉課

(包75-2111)まで。



平成 5年 (1993年) 10月のとよみ
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日 Sunday I月 Monday I火 Tuesday I水 WednesdayI木 Thursday 1金
一一一一一一¥ 1 .1 大

l 安

お帰りメロディーの
放送時聞が午後5時に

さき月から、お帰りメロディーの放送時闘が、これ

までの午後6時から午後5時に変霊になります。

なお、来月から2月までは午後4時の放送時間と

なります。
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総合会館 |図書館休館日 行 政 相 談 ( 中 央 公 民 母 子 手 帳 交 付 及 び |役場開庁

温泉定休日 | 温泉ブール休館日 /イアート浴~ I 館午後 1 時一 ~ " r， I 卜般健康相談(総合 |結婚相談(総合会館
甲府地区消防団員 1 ( 、1亀 |心配ごと相談(総合会館午後 1-3時)

訓練大会(田富町)1 1 K;寸川c;r.i人11会館午後 1時-) 1 子供アニメ 映画会

福祉運動会 1 '""¥'，:'w /}V 1 いjハビリ教室(総合 1 (図書館午後 2U寺
(押原小学校) 1 万一口 |会館

1f1d雪
到 体育の 11

11 : 
H計千f本11

16強12強 14百 15: 

ふるーさ己3\flおーい-- 1図書Æ'8依色白一 一一一一1- 初{. '長Jト;工~-~---I-.t，-~~三註由美山会T- - ---~- 一一九一 一 一一一!日記者スハギト |役場開百
祭り (2・3P参照) 1総合会館 |ン教室(町民体育館 |会館午後 1時-) 1 ト》ず イ/寸 |ン教室 (IIJT民体育館

総合会館 | 温泉定休日 |午後 8時-)礼児健康診査 | \\f イ f~ j I午後 8時-)

温泉定休日 |温水プール休館日|乳児健康診査(総合 1 (総合会館 デえJとJ¥1 -J 1乳ガン検診(総合会

会館 1 _ ~ "1 ¥ j 1館)

手L7ゲン検診申込み I6;-I¥、'(ι為 |飼えな くなった犬・

締切り 1 Ij/ '" しハーノド |描の収集日

17室 118百 119露 120奇 121: 122議 123室
土用 霜降

13室

ぬ台会信 -----一……-一一.一一-一--1国言信i休木不i信2信E白.一一-一------1初か;瓦じL'者二又jトl己ζに;ごγ-一-1↑r仔一布出i誌ムi示ム呆-ム民瓦T註瓦問h瓦;￥=ζ-ムi詰古-一-T初初か'L'岩乞jλ二マ示下-三:ジトjににパ-一一---1一--1厄|
温泉定休目 |温水プ一ル休館日 |ン教室(問町T民体育館 |館午後 1時一)_. 1 しの会(図書館 午|ン教室(町民体育館

母子子帳交付及び一般|午後 8 時~)_ ..- "1心配ごと相談(総合|前10時30分一'1午後 8時一)
1 ...:， ' ':': .~ '，.-:，，=̂'会館午後 1時一) 1 ' ~ ' :~ '，;':~::; ~，，^ = ^ 

健康相談(総合会館) 1乳ガン検診 |リハビリ教室・乳ガ 1 2歳児歯科検診 |三種混合予防接種
人間ド ック申込み 1 (総合会館ン検診(総合会館) 1 (総合会館乳ガン検診
受付け開始(-10月秋風ウォーキング参 I(総合会館)
29日まで加申込み締切り

24百 125露 126奇 127: 128議 129室 130百

秋の球技大会 |図書館休館日 |初心者パドミント |心配ごと相談(総合 1 1歳 6ヶ月児健康|図書館休館日 |役場開庁

(押中グランド他) I温水ブール休館日 |ン教室(町民体育館|会館午後 1時-) 1診査(総合会館初心者パドミン ト

|午後 8時-)乳児整形外科検診ン教室(町民体育館----.. ){) 

L1a¥ 11)ハ ビ リ 教 室 ( 総 合 午 後8時一 !へえ \~ 川ム、 ' . --~ ，.，，". -I ~ _. _ ， ~~_ . ， ~ 、」企

j-'.ノ 会 館 母 子 手 帳 交 付 及 び ベー綱、l

~'~q I I(間 ;!?ldゆ
31露

総合会館

温泉定休日

文化祭・公民館まつ

り(囲碁、将棋大会)

秋風ウォーキング

大会(総合会館前出

発)

'
凶
固

地

区

西西清西 押河紙築飯河上上

条条水条 東漉 i也 河河東
一二新新 中阿新

区区居田 越島原居喰西東区

毎週 火・ 金曜日 毎 週 月 ・ 木 曜 日

4日 ・5日 .8日 ・12日 4日.7巴 ・14日 ・18日.21日

15日・19日.22日・26日 ・29日 25日.28日

毎月第2水曜日第4水曜日 信用 第?水曜日 第3水曜日

13日 .27日 6日 .20日

燃
え

る
物

燃 1空
ラ |フ J

百12当
初 |ミ大 27日(第4水曜日)

※収集日が悦日の場合は収集業務

はいたしませんので次回の収集

日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使刷して

ください。ダンボーJレ箱などで

は出さないでくださし、。 I

※収集袋、荷札には必ず住所、氏

名を記入してください。荷札は

組大コミに使用してくださし、。

※収集日の当日午前8時30分まで

に出してくださし、。

※可燃物、不燃物の分~IJはし っ か

りおこなってくだ、さ L、。

広報しようわ平成5.10.1 ⑫


